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第 60 回技能五輪全国大会 「冷凍空調技術」職種 職種連絡会議事録  

 

1．日時 2023 年 2 月 16 日（木） 14：30～15：45 

 

2．場所 Web 会議  

 

3．議題  

（1）出席者の紹介  

（2）第 60 回大会について  

（3）第 61 回大会について  

（4）その他  

 

4．配付資料  

（1）議事次第  

（2）出席者名簿  

 

5．議事  

全出席者の自己紹介を実施。  

 

（2）第 60 回大会について  

1. 当初、ギャラリーはフルオープン開催予定だったが、コロナ禍により入場

制限を設けた。  

2. 競技会場が狭いため参加選手数の調整が行われた。  

3. 参加選手数 21 名予定が、コロナ感染により 1 名欠の 20 名で実施。  

4. 会場の「ちば仕事プラザ」は過去にも実施した会場で、大きさ、場所等で

戸惑うことはなかった。  

5. 競技課題は昨年度を踏襲していたため、材料の調達はスムーズに行えたが、

材料費の高騰が響いた印象。  

6. 材料の納期に時間がかかった。  

 

課題Ⅲの「追加配線課題」の次回（第 61 回）大会に向けての確認事項  

1. 公表課題は従来どおり IV 1.25（黄）を使用し、配線を追加する場合は黄色

以外の IV を使用する。  

2. 純粋に追加する部分の配線について適用する。  

3. 既存配線の一端を外して、他の端子に移動させる場合は既存の配線を使用

する。  

 

課題Ⅱのタイムチャートの解答方法について、下記の解答方法を標準とする。
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塗りつぶしは斜線処理でよい。  

 

 

 

 

 

（3）第 61 回大会について  

1. 大会全体のスケジュール予定  

11/17(金 )開会式（Web 配信）  

11/18(土 )～19(日 )競技  

11/21(火 )閉会式（Web 配信）  

2. 冷凍空調技術職種について  

会場：ポリテクセンター千葉  

日程：  

11/14(火 )工具搬入  

11/15(水 )工具展開  

11/16(木 )競技  

3. 他の職種の実施予定は？ →全 41 職種中 27～28 職種が愛知県国際展示場

で、その他の職種はそれ以外の会場で調整中。今現在会場が未決定な職種

もある。  

4. 愛知県は共催なのか？ →愛知県としては「新たな共催方法」として、メ

イン会場のみ愛知県で、それ以外はそれ以外という実質メイン会場の提供

のみとなっている。  

5. 過去に比べると、15～20 年前は 400 人程度の規模が、現在では 1,200 名

超とかなり大きくなっていることから運営、予算的にも厳しい。  

6. 足きりについての見解は？ →全職種について人数制限をかけている状況。

当職種は前回大会を MAX（前回 21 名エントリー）として検討している。 

7. ポリテクセンターの会場は 1,600m2 と十分な広さが確保できると思うので

最大限の受入をお願いしたい。  

8. 今現在、レイアウト等事務局でのコロナ対策はあるか？ →59 回（東京）

は 2m 間隔確保、60 回大会は 1m 間隔としたが、これ以上厳しくなること

はないだろうと予想。入場制限をかける予定はない。  

9. 次回大会へのエントリー状況について（暫定）  

山形 1～2 名  

福島 1 名  

栃木 1 名  

埼玉 4 名  

東京 1 名  

ST-BS3

TH-P
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神奈川 4 名  

長野 4 名  

静岡 2 名  

愛知 1 名  

10. 前回大会での作業減点・検討事例について、公表課題にいくつかの例を挙げて

いるが、減点・審議した内容は次のとおり。  

① コンデンシングユニット内に工具を落としたまま運転  

② 銅管バリ取り時に、切り粉が管内に入るおそれの作業（切断部上方向け）  

③ 溶接ホースを踏み続けながらの作業  

④ モンキーレンチ 2 丁掛け締め時の方向不適（広げる方向）  

⑤ 作業台及び床が水で過度に濡れていた  

⑥ 万力の上にブロックを立ててその上で作業  

⑦ 作業要領書と違う作業（真空引き、真空試験、絶縁抵抗測定、試運転等）  

⑧ 作業床に腰袋を置いていた  

⑨ サーモの設定不適（調整できない）  

 

要注意事例  

アセチレンボンベの元弁にレバー無し  

アングルを曲げる際に、工具でなく手でつかんで曲げる  

 

以上 (230217 井澤 ) 


